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日時 7 月 2 日(金) 午後 2:00-5:00 
会場 京都大学百周年時計台記念館二階国際交流ホール 
全体テーマ 「中国特需--脅威から”マーケット”に変身する中国」 
挨拶  西村周三 京都大学経済学研究科長 
司会  山本裕美 京都大学上海センター長 
報告１ 京セラの中国戦略      前田辰巳 京セラ株式会社常務取締役 
報告 2 中国市場の拡大と高度化について 于 同申 中国人民大学教授 
報告３ 日本企業にとっての中国市場   大西 広 京都大学教授 
 
「2004 東呉経済国際学術シンポジウム」に参加して 







































 また、もうひとつの報告に、逢甲大学張倉耀教授等による「On the Engine of Growth in China: 




(3) 以上は「Chinese Economy」と題されたセッションでの報告でしたが、「Regional Economics」の
セ 
ッションでも一本、ここでご報告したいものがありました。それは、台湾経済研究院の洪財隆副研究











Development from 1949 to 2025」と題するもので、ひとつには以前開発した「京都大学環
太平洋計量経済モデル」を使った 2025 年までの中国経済の予測を示すとともに、1949-1978
年の期間もまた「国家資本主義」という一種の資本主義的発展であったことを主張しまし
た。そして、その予測としては、予測の終期であるところの 2025 年までは高成長が続くが、
その前後に止まることを述べ、毛沢東時代が「資本主義」であったことについては、マル
クスの独自の解釈とその新古典派モデルによる解説によって示しました。実は私はこの後
者の研究を長く継続しており、そのサマリーを報告したようなこととなりましたが、中国
と対峙し、マルクス経済学の伝統のない台湾でも多くの参加者から素直に「興味ある研究
だ」と言われたのには正直ホッとしました。学問の世界は政治を離れて討論できる自由な、
そして貴重な空間であると改めて感じました。 
(大西 広) 
 
